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一

令
和
八
年
三
月
十
九
日（
木
曜
日
）

令
和
八
年
三
月
十
九
日

午
後
零
時
十
分

本
会
議

○
本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

永
年
在
職
の
議
員
渡
辺
博
道
君
に
対
し
、
院
議
を
も
っ

て
功
労
を
表
彰
す
る
こ
と
と
し
、
表
彰
文
は
議
長
に

一
任
す
る
の
件（
議
長
発
議
）

皇
室
会
議
予
備
議
員
の
選
挙

皇
室
経
済
会
議
予
備
議
員
の
選
挙

裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
裁
判
員
及
び
同
予
備
員
の
選
挙

裁
判
官
訴
追
委
員
及
び
同
予
備
員
の
選
挙

検
察
官
適
格
審
査
会
委
員
及
び
同
予
備
委
員
の
選
挙

日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
委
員
の
選
挙

国
土
審
議
会
委
員
の
選
挙

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
委
員
の
選
挙

人
事
官
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
の
件

公
正
取
引
委
員
会
委
員
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
の

件
国
家
公
安
委
員
会
委
員
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
の

件
サ
イ
バ
ー
通
信
情
報
監
理
委
員
会
委
員
長
及
び
同
委
員

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
の
件

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
の
件

日
本
銀
行
政
策
委
員
会
審
議
委
員
任
命
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
の
件

労
働
保
険
審
査
会
委
員
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
の

件
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
公
益
委
員
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
の
件

社
会
保
険
審
査
会
委
員
長
及
び
同
委
員
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
の
件

運
輸
審
議
会
委
員
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
の
件

公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
委
員
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
の
件

午
後
零
時
十
二
分
開
議

○
議
長（
森
英
介
君
）
こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

永
年
在
職
議
員
の
表
彰
の
件

○
議
長（
森
英
介
君
）
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

本
院
議
員
と
し
て
在
職
二
十
五
年
に
達
せ
ら
れ
ま
し
た

渡
辺
博
道
君
に
対
し
、
先
例
に
よ
り
、
院
議
を
も
っ
て
そ

の
功
労
を
表
彰
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

表
彰
文
は
議
長
に
一
任
さ
れ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ

に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
議
長（
森
英
介
君
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ

て
、
そ
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

表
彰
文
を
朗
読
い
た
し
ま
す
。

議
員
渡
辺
博
道
君
は
衆
議
院
議
員
に
当
選
す
る
こ
と
九

回
在
職
二
十
五
年
に
及
び
常
に
憲
政
の
た
め
に
尽
く
し

民
意
の
伸
張
に
努
め
ら
れ
た

よ
っ
て
衆
議
院
は
君
が
永
年
の
功
労
を
多
と
し
特
に
院

議
を
も
っ
て
こ
れ
を
表
彰
す
る

〔
拍
手
〕

こ
の
贈
呈
方
は
議
長
に
お
い
て
取
り
計
ら
い
ま
す
。

○
議
長（
森
英
介
君
）
こ
の
際
、
渡
辺
博
道
君
か
ら
発
言

を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
許
し
ま
す
。
渡
辺
博

道
君
。

〔
渡
辺
博
道
君
登
壇
〕

○
渡
辺
博
道
君

こ
の
度
、
院
議
を
も
っ
て
衆
議
院
議
員

在
職
二
十
五
年
の
表
彰
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。（
拍
手
）

長
き
に
わ
た
り
私
を
支
え
て
く
れ
た
地
元
で
あ
る
松

戸
、
市
川
の
後
援
会
並
び
に
支
援
者
の
皆
様
、
御
指
導
を

賜
り
ま
し
た
先
輩
、
同
僚
議
員
各
位
、
献
身
的
に
支
え
て

く
れ
た
事
務
所
ス
タ
ッ
フ
、
い
か
な
る
困
難
な
と
き
に

あ
っ
て
も
笑
顔
で
前
に
進
む
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
妻
を

始
め
家
族
に
、
こ
の
場
を
か
り
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

私
は
、
平
成
八
年
、
初
の
小
選
挙
区
制
の
下
、
立
候
補

し
、
当
選
を
果
た
し
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
道
の
り
は
決
し
て
平
た
ん
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
平
成
二
十
一
年
、
そ
し
て
令
和
六
年
の
二
度
に
わ

た
り
苦
杯
を
な
め
ま
し
た
。
こ
の
四
年
六
か
月
の
浪
人
生

活
の
間
、
必
ず
再
起
を
目
指
す
と
い
う
強
い
意
思
の
下
、

駅
頭
で
の
活
動
や
、
地
域
を
徹
底
的
に
回
り
、
地
元
の
皆

様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
地
道
に
政
治
活
動
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
努
力
が
今
報
わ
れ
ま
し
た
。（
拍
手
）

私
の
政
治
信
条
は
人
間
主
義
。
そ
の
原
点
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

国
会
で
最
初
に
携
わ
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
促
進
す
る
た
め
の
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
案
、
い
わ

ゆ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
案
へ
の
取
組
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の

後
、
小
渕
総
理
が
提
唱
し
た
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
年
の
閉

会
式
に
当
た
り
、
国
連
総
会
場
に
お
い
て
、
担
当
大
臣
政

務
官
と
し
て
、
そ
の
成
果
を
国
際
社
会
に
向
け
て
発
信
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
と
き
に
は
、
浪
人
中
の
た
め
、
時
間

を
か
け
て
福
島
、
宮
城
、
岩
手
の
被
災
地
に
赴
き
、
被
災

者
支
援
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
が
、
復
興
大
臣
を
遂
行
す
る
上
で

大
き
な
礎
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
の
復
興
大
臣
は
、
安
倍
内
閣
の
と
き
で
す
。

現
場
主
義
を
徹
底
し
、
被
災
し
た
五
十
五
市
町
村
全
て

を
回
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、

復
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
原
発

事
故
の
影
響
で
復
興
が
遅
れ
て
い
る
福
島
県
の
被
災
地
に

夢
や
希
望
を
創
造
す
る
た
め
、
世
界
の
英
知
を
結
集
し
研

究
開
発
を
進
め
る
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
、
Ｆ
―
Ｒ
Ｅ

Ｉ
の
立
ち
上
げ
を
提
唱
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
歩

み
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

二
回
目
の
復
興
大
臣
は
、
岸
田
内
閣
の
と
き
で
し
た
。

号

外

国
会
会
議
録
令
和
八
年
三
月
十
九
日

○
第
二
百
二
十
一
回

国

会

衆
議
院
会
議
録
第

七

号
�

〇

〇

令
和
八
年
三
月
十
九
日

衆
議
院
会
議
録
第
七
号

永
年
在
職
議
員
の
表
彰
の
件



二

官 報 （号外国会会議録）令和8年7月7日 火曜日 発行

原
発
事
故
に
よ
る
処
理
水
の
海
洋
放
出
と
併
せ
て
、
風

評
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
福
島
県
の
た
め
、
在
京
の
各

国
大
使
を
現
地
へ
案
内
し
、
理
解
醸
成
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

今
年
で
十
五
年
を
迎
え
た
東
日
本
大
震
災
。
宮
城
県
、

岩
手
県
の
復
興
は
お
お
む
ね
進
展
し
ま
し
た
が
、
福
島
県

の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。
福
島
の
復
興

な
く
し
て
東
北
の
復
興
な
し
。
東
北
の
復
興
な
く
し
て
日

本
の
再
生
な
し
。
こ
の
決
意
の
下
、
東
北
の
復
興
は
も
と

よ
り
、
能
登
半
島
や
熊
本
地
震
を
始
め
と
す
る
各
地
の
被

災
地
の
復
旧
復
興
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
を
進
め
、
安
全
、
安
心
な
国
づ

く
り
の
た
め
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
ま
い
る
こ
と
を
お
誓

い
申
し
上
げ
、
謝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

皇
室
会
議
予
備
議
員
の
選
挙

皇
室
経
済
会
議
予
備
議
員
の
選
挙

裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
裁
判
員
及
び
同
予
備
員
の
選
挙

裁
判
官
訴
追
委
員
及
び
同
予
備
員
の
選
挙

検
察
官
適
格
審
査
会
委
員
及
び
同
予
備
委
員
の
選
挙

日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
委
員
の
選
挙

国
土
審
議
会
委
員
の
選
挙

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
委
員
の
選
挙

○
議
長（
森
英
介
君
）
皇
室
会
議
予
備
議
員
、
皇
室
経
済

会
議
予
備
議
員
、
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
裁
判
員
及
び
同
予

備
員
、
裁
判
官
訴
追
委
員
及
び
同
予
備
員
、
検
察
官
適
格

審
査
会
委
員
及
び
同
予
備
委
員
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委

員
会
委
員
、
国
土
審
議
会
委
員
及
び
国
土
開
発
幹
線
自
動

車
道
建
設
会
議
委
員
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

○
小
寺
裕
雄
君

各
種
委
員
等
の
選
挙
は
、
い
ず
れ
も
そ

の
手
続
を
省
略
し
て
、
議
長
に
お
い
て
指
名
さ
れ
、
皇
室

会
議
予
備
議
員
、
皇
室
経
済
会
議
予
備
議
員
、
裁
判
官
弾

劾
裁
判
所
裁
判
員
の
予
備
員
、
裁
判
官
訴
追
委
員
の
予
備

員
の
職
務
を
行
う
順
序
に
つ
い
て
は
、
議
長
に
お
い
て
定

め
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

○
議
長（
森
英
介
君
）
小
寺
裕
雄
君
の
動
議
に
御
異
議
あ

り
ま
せ
ん
か
。

〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
議
長（
森
英
介
君
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ

て
、
動
議
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

議
長
は
、
皇
室
会
議
予
備
議
員
に

額
賀
福
志
郎
君

及
び

野
田

佳
彦
君

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
そ
の
職
務
を
行
う
順
序
は
、
た
だ
い
ま
指
名
し

た
順
序
に
よ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
皇
室
経
済
会
議
予
備
議
員
に

額
賀
福
志
郎
君

及
び

野
田

佳
彦
君

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
そ
の
職
務
を
行
う
順
序
は
、
た
だ
い
ま
指
名
し

た
順
序
に
よ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
裁
判
員
に

中
谷

元
君

田
中

和
�
君

棚
橋

泰
文
君

古
川

禎
�
君

�
梨

康
弘
君

大
島

敦
君

及
び

金
村

龍
那
君

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
裁
判
員
の
予
備
員
に

細
野

�
志
君

稲
田

朋
美
君

伊
藤

忠
彦
君

及
び

國
重

徹
君

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
予
備
員
の
職
務
を
行
う
順
序
は
、
た
だ
い
ま
指

名
し
た
順
序
に
よ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
裁
判
官
訴
追
委
員
に

上
川

陽
子
君

鈴
木

馨
祐
君

井
出

庸
生
君

土
井

亨
君

藤
原

崇
君

山
田

美
樹
君

本
田

太
郎
君

赤
羽

一
嘉
君

三
木

圭
恵
君

及
び

鈴
木

義
弘
君

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
裁
判
官
訴
追
委
員
の
予
備
員
に

中
西

健
治
君

深
澤

陽
一
君

塩
崎

彰
�
君

渡
辺

創
君

及
び

保
岡

宏
武
君

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
予
備
員
の
職
務
を
行
う
順
序
は
、
た
だ
い
ま
指

名
し
た
順
序
に
よ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
検
察
官
適
格
審
査
会
委
員
に

後
藤

茂
之
君

齋
藤

健
君

高
村

正
大
君

及
び

西
村
智
奈
美
君

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、

高
見
康
裕
君
を
後
藤
茂
之
君
の
予
備
委
員
に
、

平
沼
正
二
郎
君
を
齋
藤
健
君
の
予
備
委
員
に
、

根
本
拓
君
を
高
村
正
大
君
の
予
備
委
員
に
、

濵
地
雅
一
君
を
西
村
智
奈
美
君
の
予
備
委
員
に

指
名
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
委
員
に

永
岡

桂
子
君

宮
内

秀
樹
君

深
澤

陽
一
君

及
び

菊
田
真
紀
子
君

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
国
土
審
議
会
委
員
に

石
田

真
敏
君

井
林

辰
憲
君

勝
俣

孝
明
君

宮
内

秀
樹
君

野
間

健
君

及
び

市
村
浩
一
郎
君

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
委
員
に

鈴
木

俊
一
君

逢
沢

一
郎
君

小
林

鷹
之
君

古
川

禎
�
君

金
子

恵
美
君

及
び

馬
場

伸
幸
君

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

人
事
官
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
の
件

公
正
取
引
委
員
会
委
員
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

の
件

国
家
公
安
委
員
会
委
員
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

の
件

サ
イ
バ
ー
通
信
情
報
監
理
委
員
会
委
員
長
及
び
同
委

員
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
の
件

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
の
件

日
本
銀
行
政
策
委
員
会
審
議
委
員
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
の
件

労
働
保
険
審
査
会
委
員
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

の
件

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
公
益
委
員
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
の
件

社
会
保
険
審
査
会
委
員
長
及
び
同
委
員
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
の
件

運
輸
審
議
会
委
員
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
の
件

公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
委
員
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
の
件

○
議
長（
森
英
介
君
）
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

内
閣
か
ら
、

人
事
官

公
正
取
引
委
員
会
委
員

国
家
公
安
委
員
会
委
員

サ
イ
バ
ー
通
信
情
報
監
理
委
員
会
委
員
長
及
び
同
委
員

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員

日
本
銀
行
政
策
委
員
会
審
議
委
員

労
働
保
険
審
査
会
委
員

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
公
益
委
員

社
会
保
険
審
査
会
委
員
長
及
び
同
委
員

運
輸
審
議
会
委
員

及
び公

害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
委
員
に

次
の
諸
君
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
本
院

の
同
意
を
得
た
い
と
の
申
出
が
あ
り
ま
す
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

衆
議
院
会
議
録
第
七
号

各
種
委
員
等
の
選
挙

人
事
官
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
の
件
等
十
一
件
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三

内
閣
か
ら
の
申
出
中
、

ま
ず
、

人
事
官
に
菅
原
晶
子
君
を
、

サ
イ
バ
ー
通
信
情
報
監
理
委
員
会
委
員
長
に
近
藤
宏
子

君
を
、

同
委
員
に
新
井
悠
君
、
田
邊
國
昭
君
、
上
沼
紫
野
君
及

び
福
田
健
介
君
を
、

社
会
保
険
審
査
会
委
員
長
に
髙
橋
譲
君
を
、

運
輸
審
議
会
委
員
に
二
村
真
理
子
君
を

任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
申
出
の
と
お
り
同
意
を
与
え

る
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
賛
成
者
起
立
〕

○
議
長（
森
英
介
君
）
起
立
多
数
。
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も

同
意
を
与
え
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

次
に
、

公
正
取
引
委
員
会
委
員
に
若
林
亜
理
砂
君
及
び
矢
尾
和

子
君
を
、

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
に
市
木
政
昭

君
及
び
石
川
千
晶
君
を
、

労
働
保
険
審
査
会
委
員
に
飯
島
淳
子
君
及
び
永
野
仁
美

君
を
、

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
公
益
委
員
に
井
深
陽
子
君

を任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
申
出
の
と
お
り
同
意
を
与
え

る
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
議
長（
森
英
介
君
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ

て
、
い
ず
れ
も
同
意
を
与
え
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

次
に
、

国
家
公
安
委
員
会
委
員
に
佐
古
和
惠
君
を
、

社
会
保
険
審
査
会
委
員
に
鈴
木
ひ
ろ
み
君
を
、

公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
委
員
に
山
下
直
美
君

を任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
申
出
の
と
お
り
同
意
を
与
え

る
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
賛
成
者
起
立
〕

○
議
長（
森
英
介
君
）
起
立
多
数
。
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も

同
意
を
与
え
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

次
に
、

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
に
大
江
裕
幸

君
を
、

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
公
益
委
員
に
菅
原
琢
磨
君

を任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
申
出
の
と
お
り
同
意
を
与
え

る
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
賛
成
者
起
立
〕

○
議
長（
森
英
介
君
）
起
立
多
数
。
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も

同
意
を
与
え
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

次
に
、

日
本
銀
行
政
策
委
員
会
審
議
委
員
に
佐
藤
綾
野
君
及
び

浅
田
統
一
郎
君
を

任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
申
出
の
と
お
り
同
意
を
与
え

る
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
賛
成
者
起
立
〕

○
議
長（
森
英
介
君
）
起
立
多
数
。
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も

同
意
を
与
え
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

○
議
長（
森
英
介
君
）
本
日
は
、
こ
れ
に
て
散
会
い
た
し

ま
す
。

午
後
零
時
二
十
七
分
散
会

出
席
国
務
大
臣

総

務

大

臣

林

芳
正
君

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎
君

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之
君

環

境

大

臣

石
原

宏
高
君

国

務

大

臣

あ
か
ま
二
郎
君

国

務

大

臣

黄
川
田
仁
志
君

国

務

大

臣

木
原

稔
君

○
議
長
の
報
告

（
通
知
書
受
領
）

一
、
昨
十
八
日
、
高
市
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
森
議
長
宛

て
、
次
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

閣
総
第
一
三
六
号

令
和
八
年
三
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

衆
議
院
議
長

森

英
介
殿

私
は
、
令
和
八
年
三
月
十
八
日（
水
）午
後
十
時
羽
田

空
港
発
、
三
月
二
十
一
日（
土
）午
後
五
時
三
十
五
分
同

空
港
着
の
予
定
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
訪
問
の
た
め
出

張
し
ま
す
の
で
、
御
通
知
い
た
し
ま
す
。

（
報
告
書
受
領
）

一
、
去
る
十
七
日
、
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し

た
。

独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
く
令
和
八
年
行
政
執
行
法
人
の
常
勤
職
員
数
に
関
す

る
報
告

（
要
求
書
受
領
）

一
、
去
る
十
七
日
、
内
閣
か
ら
、
人
事
官
に
菅
原
晶
子
君

を
任
命
し
た
い
の
で
、
国
家
公
務
員
法
第
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
本
院
の
同
意
を
得
た
い
旨
の
要
求
書
を

受
領
し
た
。

一
、
去
る
十
七
日
、
内
閣
か
ら
、
公
正
取
引
委
員
会
委
員

に
若
林
亜
理
砂
君
及
び
矢
尾
和
子
君
を
任
命
し
た
い
の

で
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す

る
法
律
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
本
院
の
同

意
を
得
た
い
旨
の
要
求
書
を
受
領
し
た
。

一
、
去
る
十
七
日
、
内
閣
か
ら
、
国
家
公
安
委
員
会
委
員

に
佐
古
和
惠
君
を
任
命
し
た
い
の
で
、
警
察
法
第
七
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
本
院
の
同
意
を
得
た
い
旨
の
要

求
書
を
受
領
し
た
。

一
、
去
る
十
七
日
、
内
閣
か
ら
、
サ
イ
バ
ー
通
信
情
報
監

理
委
員
会
委
員
長
に
近
藤
宏
子
君
を
、
同
委
員
に
新
井

悠
君
、
田
邊
國
昭
君
、
上
沼
紫
野
君
及
び
福
田
健
介
君

を
任
命
し
た
い
の
で
、
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不

正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
五
十

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
本
院
の
同
意
を
得
た
い
旨
の

要
求
書
を
受
領
し
た
。

一
、
去
る
十
七
日
、
内
閣
か
ら
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
委
員
に
市
木
政
昭
君
、
石
川
千
晶（
勝
丸

千
晶
）君
及
び
大
江
裕
幸
君
を
任
命
し
た
い
の
で
、
情

報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
法
第
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
本
院
の
同
意
を
得
た
い
旨
の
要
求
書

を
受
領
し
た
。

一
、
去
る
十
七
日
、
内
閣
か
ら
、
日
本
銀
行
政
策
委
員
会

審
議
委
員
に
佐
藤
綾
野
君
及
び
浅
田
統
一
郎
君
を
任
命

し
た
い
の
で
、
日
本
銀
行
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
本
院
の
同
意
を
得
た
い
旨
の
要
求
書
を
受
領

し
た
。

一
、
去
る
十
七
日
、
内
閣
か
ら
、
労
働
保
険
審
査
会
委
員

に
飯
島
淳
子
君
及
び
永
野
仁
美
君
を
任
命
し
た
い
の

で
、
労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
第
二

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
本
院
の
同
意
を
得
た
い

旨
の
要
求
書
を
受
領
し
た
。

一
、
去
る
十
七
日
、
内
閣
か
ら
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協

議
会
公
益
委
員
に
菅
原
琢
磨
君
及
び
井
深
陽
子
君
を
任

命
し
た
い
の
で
、
社
会
保
険
医
療
協
議
会
法
第
三
条
第

六
項
の
規
定
に
よ
り
本
院
の
同
意
を
得
た
い
旨
の
要
求

書
を
受
領
し
た
。

一
、
去
る
十
七
日
、
内
閣
か
ら
、
社
会
保
険
審
査
会
委
員

長
に
髙
橋
譲
君
を
、
同
委
員
に
鈴
木
ひ
ろ
み（
田
村
ひ

ろ
み
）君
を
任
命
し
た
い
の
で
、
社
会
保
険
審
査
官
及

び
社
会
保
険
審
査
会
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
本
院
の
同
意
を
得
た
い
旨
の
要
求
書
を
受
領
し

た
。

一
、
去
る
十
七
日
、
内
閣
か
ら
、
運
輸
審
議
会
委
員
に
二

村
真
理
子
君
を
任
命
し
た
い
の
で
、
国
土
交
通
省
設
置

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
本
院
の
同
意
を
得

た
い
旨
の
要
求
書
を
受
領
し
た
。

一
、
去
る
十
七
日
、
内
閣
か
ら
、
公
害
健
康
被
害
補
償
不

服
審
査
会
委
員
に
山
下
直
美
君
を
任
命
し
た
い
の
で
、

公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
第
百
十
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
本
院
の
同
意
を
得
た
い
旨
の
要

求
書
を
受
領
し
た
。

令
和
八
年
三
月
十
九
日

衆
議
院
会
議
録
第
七
号

人
事
官
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
の
件
等
十
一
件

議
長
の
報
告
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（
常
任
委
員
辞
任
及
び
補
欠
選
任
）

一
、
去
る
十
三
日
、
議
長
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
常
任

委
員
の
辞
任
を
許
可
し
、
そ
の
補
欠
を
指
名
し
た
。

総
務
委
員辞

任

補
欠

浅
田
眞
澄
美
君

今

洋
佑
君

伊
藤

聡
君

永
田
磨
梨
奈
君

今
岡

植
君

山
本

深
君

新
田

章
文
君

石
坂

太
君

村
上
誠
一
郎
君

藤
丸

敏
君

米
内

紘
正
君

藤
田

洋
司
君

永
田
磨
梨
奈
君

伊
藤

聡
君

藤
丸

敏
君

小
寺

裕
雄
君

山
本

深
君

今
岡

植
君

小
寺

裕
雄
君

村
上
誠
一
郎
君

石
坂

太
君

新
田

章
文
君

今

洋
佑
君

浅
田
眞
澄
美
君

藤
田

洋
司
君

米
内

紘
正
君

外
務
委
員辞

任

補
欠

中
曽
根
康
隆
君

本
田

太
郎
君

前
川

恵
君

岡
本

康
宏
君

松
島
み
ど
り
君

門

寛
子
君

岡
本

康
宏
君

前
川

恵
君

門

寛
子
君

松
島
み
ど
り
君

本
田

太
郎
君

中
曽
根
康
隆
君

財
務
金
融
委
員

辞
任

補
欠

井
林

辰
憲
君

長
田
紘
一
郎
君

鹿
嶋

祐
介
君

田
宮

寿
人
君

福
原

淳
嗣
君

草
間

剛
君

森
原
紀
代
子
君

髙
橋

祐
介
君

峰
島

侑
也
君

古
川
あ
お
い
君

長
田
紘
一
郎
君

井
林

辰
憲
君

草
間

剛
君

福
原

淳
嗣
君

髙
橋

祐
介
君

森
原
紀
代
子
君

田
宮

寿
人
君

鹿
嶋

祐
介
君

古
川
あ
お
い
君

峰
島

侑
也
君

文
部
科
学
委
員

辞
任

補
欠

宮
内

秀
樹
君

小
池

正
昭
君

小
池

正
昭
君

宮
内

秀
樹
君

予
算
委
員辞

任

補
欠

伊
佐

進
一
君

渡
辺

創
君

渡
辺

創
君

伊
佐

進
一
君

一
、
去
る
十
六
日
、
議
長
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
常
任

委
員
の
辞
任
を
許
可
し
、
そ
の
補
欠
を
指
名
し
た
。

国
土
交
通
委
員

辞
任

補
欠

須
田
英
太
郎
君

山
田

瑛
理
君

（
特
別
委
員
辞
任
及
び
補
欠
選
任
）

一
、
去
る
十
六
日
、
議
長
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
特
別

委
員
の
辞
任
を
許
可
し
、
そ
の
補
欠
を
指
名
し
た
。

災
害
対
策
特
別
委
員

辞
任

補
欠

須
田
英
太
郎
君

山
田

瑛
理
君

（
議
案
提
出
）

一
、
去
る
十
三
日
、
内
閣
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

国
家
情
報
会
議
設
置
法
案

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

産
業
技
術
力
強
化
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

一
、
去
る
十
七
日
、
内
閣
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案農
林
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

令
和
六
年
度
一
般
会
計
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
及

び
賃
上
げ
促
進
環
境
整
備
対
応
予
備
費
使
用
総
調
書
及

び
各
省
各
庁
所
管
使
用
調
書（
承
諾
を
求
め
る
の
件
）

令
和
六
年
度
一
般
会
計
予
備
費
使
用
総
調
書
及
び
各
省

各
庁
所
管
使
用
調
書（
承
諾
を
求
め
る
の
件
）

令
和
七
年
度
一
般
会
計
予
備
費
使
用
総
調
書
及
び
各
省

各
庁
所
管
使
用
調
書（
そ
の
1
）（
承
諾
を
求
め
る
の
件
）

（
議
案
送
付
）

一
、
去
る
十
三
日
、
予
備
審
査
の
た
め
次
の
本
院
議
員
提

出
案
を
参
議
院
に
送
付
し
た
。

地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
災
害
対
策
特
別
委
員
長
提
出
）

一
、
去
る
十
三
日
、
参
議
院
に
送
付
し
た
本
院
提
出
案
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

運
輸
事
業
の
振
興
の
助
成
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
一
、
去
る
十
三
日
、
参
議
院
に
送
付
し
た
内
閣
提
出
案
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
八
年
度
一
般
会
計
予
算

令
和
八
年
度
特
別
会
計
予
算

令
和
八
年
度
政
府
関
係
機
関
予
算

農
業
構
造
転
換
の
推
進
に
必
要
な
施
策
の
集
中
的
な
実

施
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
日
本
中
央
競
馬
会
の
国
庫

納
付
金
の
納
付
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
案

日
本
中
央
競
馬
会
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

放
送
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を

求
め
る
の
件

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務

す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
公
債

の
発
行
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数

の
標
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
質
問
書
提
出
）

一
、
去
る
十
七
日
、
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

在
日
米
軍
基
地
従
業
員
の
給
与
支
払
日
に
関
す
る
質
問

主
意
書（
早
稲
田
ゆ
き
君
提
出
）

令
和
八
年
三
月
十
九
日

衆
議
院
会
議
録
第
七
号

議
長
の
報
告
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